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は　じ　め・に

　スキムミルクは食糧慕傭の悪かった時代には学校や保

育所給食の重要な蛋白質及びカルシウム源として小児の

栄養確保のために大きな役割を果してきたが・戦後すで

に20年、食糧事情の好転に伴ない事情の許す地域ではス

キムミルクから牛乳へ移行しようとする傾向が強まって

いる。この理由として風味・調理にかかる手数等の他、

栄養価値に対する疑念、衛生や消化羅に与える特殊作用

（主として下痢の語挙）に対する不安等もその要因とし

て作用しているように思われる。

　し か し、スキムミルクは発育期に重要な、しかも今尚

日本人の習慣食に不足しやすい1）2レ31良質の蛋白質、カル

シウム、ビタミソBユ、B2に富み、保存性が喬く 、その上

第工表に示すように牛乳に比べて著しく低廉である。

　もしもスキムミルクを給食に使わないとしたら、蛋白

源をとる為にスキムミルクに代る他の蛋白源を使わなけ

れぱならない。スキムミルク22喜が提供する蛋白質89

前後をとる為に要する他の蛋白源の分量とその価格を第

2表に示した。スキムミルクであれば3円90銭ですむの

に対し牛乳なら30円56銭、・スキムミルクの約8倍にあ為

多。文他の蛋白源を使っ質も納享の2倍から肉類の8倍

迄、相当のコストアッブになる。限られた予箕で充分な

栄養を供給しようとする場舎、スキムミルク以外の蛋白

源を用いれば当然他の部分を圧迫する結果となり・必要

な動物性蛋白質をみたすのは非常に困難になる。

　保育所給食に於けるスキムミルクの量要性はこの点か

らだけでも明かであろうb

　既に「本研究所研究業蹟集」4｝516）「給食会だより」マ1「小

　　　　　　　　　　　　　　　第1表

児保健研究」8丁栄養と食糧」91等に部分的に発表してきた

ように、私達はこのスキムミルクが我が国保育所で、ど

のように扱われているかを調査し、この調査結果にもと

づいてスキムミルクに対する幼児の飲用試験やスキムミ

ルクの蛋白源、カルシウム源・ビタミソB1・B2源として

の価値を再検討する為、発育期白鼠を用いた動物実験を

行った。今回は保育所に於けるスキムミルクの実態調査

及び給食用スキムミルクの栄養的研究の詳細を総合して

ここに紹介したいと思う乙

第2表 スキム§ルク229（3円91銭）に代る輩
白源とその獲用（蛋白質89前後をとる
ために）
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10円で購入できる栄養量

1羅蛋姻月旨肪1獺徽シ1鉄IV・AIV・B・IV釧 算　出　基準

市 販 乳1（魁）ll隻）陽）陽）1（駿）陪）i（1浸）1。驚）1。鰭）1 100CCを22円として

鰍スキムミルク 164．16・31α21軌9 1216・巨213iα・51似2gI 2QO9をUO円として

徽馬スキムミルク12・Ll19・51呵2刺 672い6111α171qg・1 4509を80円として
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第一部 騨甦幹，謄、う怨潔鯉貧実態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　1　緒
　　　　　　　　　∴　　　　　　　、 こ向1て

　　　一　い 　　』 ㌔　’　　　　　1　rPl　　一
『〆「

スキムミノレク餓が国の保育解ど鐸蘇際に利用

されているかY利用されていない場合は・どのような理由…

によるか、利用されている場合ぐどのよ 弓な調理法が用

いられているか、使用上どのような点が長所或いは短所

口

と考えられているか・将来の給食計画に対しスキムミル

をどう考えるか等について、実態を把握したいと考え

て、下記の調査を実施した。

』H　調『㌔査　方　法

rr鋼飴御雛」誓隊鋸曜禰年に我力魯こは

組卿痂晦育所勘り1ゆ卿彩撚立・脚
が琳噂蓼茜鱗1・吻殖甦零瓢1質曝
塗にホ，グ嘩弊施臨．卯率轡轡モ示したカ㍉、

4孚％で505漸の締卿賭を得た♂、
、

調奪表ぺの記入は騨数翠母調琴岬畢鍵嘩
調理蔀によっ て行なわれて磨う5、

　　　　　　　　　　　　　　』r㌧1ド　し」 ・

1皿』対象保育所にづレ》ての叙述1 　、、
、

1。　対象保育所の所在環境え　・』

回答を響蹄勲分布瞳騨嫉マ篤，9・・その
集計吋麟～、 束⇒ヒ》 麟・’中部、 聯、中国・酋国・

九州の 8地区に分けて行なった。この中盲公立の保育所が

約雅”都立約麺又所在環境ぱ約半数が農業地帯、一次が住

睾絶客で20％、商業穐耳⑫％とねづており、少数だが漁、

工・ ．林・ ．躯業も含まれている。（第、3．表）
．．

㌧2・対象保育所の保育児数

一対象保育所の託児数は第4表のようで》ニン関東、中部、

北海道は61～100人の処が多くζその他は31佃60人が多

い6全体的にみれば31～60・61～10b人がそれぞれ40％

第a衷保・育所

前後で全体の鰯を占めゆ轡陣1乾σ趣層賜

ずつで捧 3祷鯵施融1鰹∫魑塑
た。1
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”第4衷　対象保育所の保育児数（実数）

総 数 3　才 未　満 3　才　以　上
灘瓦6。16！制真Olあ151湘人1急下11丸2。1駕。13瓦ヒ3躊13£5。15丸7。1怨，。。隣Ql151一

皇．

北海道
2．東　　北
3．関　 東

4．中　部
5．近　　畿

6．中　　国

7．四　　国

8．．九　　州

0　　2　　9　　4　　0　　5

0　15　12　 6　 2　i5
3　　　L6　　29　　 1夏　　　F4　　 2φ

4　　－3正　　 52　 28 　　9　　　62

4　　　30　　　24　　　　8 　　．3　　　40

33920r4 233
1027124216
1　　42　　18　　　6　　　4　　n

5　　2

9　　7　

21　10
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20　　6

0　　10

27　　8

31　20

30022夏0
1 0

3　　　1　　　L　　　6　　 12　 io　　　2　　　4

5　　　7　　　5　　　6　　－24　　　17　　　9　　　2

2　　　3　　　7　　　！9　　　27　　　36　　　26　　　 9

　　1　　　6　　 主3　　19　　18　　　8　　P3

1 　　3　　　8　　監9　　22　　皇5　　　2　　　2

4　　　0　　1L　　互7　　夏2　　io　　　3　　　2

7　2　22426H　4　2
計 25　　202　　176　　　71　　26　　202　　ユ53　　　80　25　　　17　　　40”聖06　　皇44　　127　55　　　24

記入なし1 1目 1
231 1 国 1 1

第5表　現在給育を実施し七いるか否か

　　　　　　　 （…莚数、カッコ内鬼）

北　　海　　道

東　　　　北
関 　　　東
中　』　　部

近　　　　畿
中　　　　 国

四　　　　　国

九　”　州

計

給食して
いる

15（loo）

34（97，1）

63（loo）

L25（100）

69（10Q）

70．（LOO）

54（98．2）

70（98，6）

500（99．4）

給食して
いない

0 （0）
【（2．9）

o．（o）

o　（o〉

0　（O）

o　（o）

1一 1．8）

1（監．4）

3（O．6）

記入なし

1 （1．6）

1（1．4）

2（○．4）

第6表　給食の仕方（実数、ヵッコ内％）

降酬時々1まれに1していない

昼の主食 164（32，2） 38（7．4） 3璽（6，1） 277（54．β）

副 　 食 455（91．9） 7（i．4） 2（0．4） 32（6．3）

午前のおやつ 176（34．8） 13（2．6） 8（夏．6） 309（61，0）

午後のおやつ 440（86，4） 12（2．4） 2（0．4） 55（10，8）

の殆んどは毎日給食していた。副食の給食を全然してい

ない処は6％程度みられた。　，

午前のオヤツは与えていない処が61％を占め、時々或

いは稀に与えている処が4％程度あり、午後のオヤツは

工0％を除く全部の保育所が与えており、しかも過半数の

保育所は毎日与えていた。

保育所給食に栄養の専門家はどの程度たずさわってい

るの砂・、保母が忙がしい保育業務の合間を縫って献立を

たてたり、盛付や配膳を手伝うばかりか、 調理までしな

ければならない等という保育所は保育の面でも給食の面

でも支障をきたしやすい力書、実際に各保育所でどのよう：

な現状になっているのか、その結果を第7表に示した。

献立は42％の保育所では保母がたてており、次が調理

師で専門の栄養土による献立は8地区中では関東が最も

多く、20％みられた。

調理担当者は調理繭が61％で第一位、これは当然であ

るが、 保母が当6ている処も12％みられ、特に保母に依

頼度の高い地区は中国、四国であった。

盛付、配膳は約半数の保育所では調理師が、保母は隠

程度この業務に当っている。

以上の礁から約半数の保育所では給食炎任者は保母で

ある』ように思われる。それぞれの保育所による特殊性は

第了表職種別給食担当者（実数、

＿⊥＿」麺」保
献立挺当
調理担当
盛付担当
材1 料購入
会．計事 務．

67（12．2）

12　（2．3）

9　（1．7）

夏6　　（3．3）

皇4　（3．O）

194（35．3）

325（6皇．O）

276（50．9〉

224（45．5〉

87　　（！8．6）

母

231　（42，0）

63（11，9）
ヒ44（26．5）

157（31．9）

271　　（46，3）

調理補助

カレコ内％）

1鰯獺
U　（2，0） 9（皇．6）

66（12，4）　2　（O．4）

59（LO，9）　3　（O．6〉

28　（5．7）21　（4．3）

3　　（0．6）　　67　　（i4．4）

iその他

38　（6，9）

64（12，0）

51 （9，4）

イ6　（9，3）

ξ0（17，1）

陶入なし

34　（6．7）

38　（マ，5）

5L（10．1）

56（11。L）

67　　（13．3）
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あるであろうがよい給食を行う為には給食ぱ一ρの独立・ とりねがら大いにその能力を発揮する方向に進むべきで

した部門として保育担当者り助言を仰ぎ｛密接な連絡を 　あろうず』

IVl調査成績及び考察

505の保育所中、50p（99，4彩）の保育所では前にも述

べたように昼食と午後の間食を給食していた。

』1、　ズキムミルクの使用状況

・給食を行なっている500ヵ所の保育所の中、約9ムoは

給食の二部とむてスキ｛ミルクを用昏七いた。

　スキムミルクを用いていない保育所謄第8表廷示した

よ うに55ヵ所』 C11．0％）で地域別にみるとゴヒ海道には全

くみられず、1その他の地区では9～15％炉不キムミルク

を使っていない。関東、近畿地域ではスギムミルクを使

うていない保育所が比較的多がづた6

　一方給食に於ける牛乳の使用状況をみると第9表のよ

う．で、関東地区が37％で最も多ぐ用いているが、．近畿地

　　　第8表スキムミルクの使扁黙況”、

区では9％程度でみまり午乳を用いて恥ない。卑州亀区

もスキムミルクの利用がやや低い割に牛乳の使用率が高

い蛮を示しているのをみると、恐らく関東・九州地区で

はスキムミルクを牛乳にかえた保育所が多いのではない

かと思われる。しかし近畿地区の場合には両者とも低位

を示している』 でゾ副食に余程寅をつけなけれぱ幼児の

成長発育に大切な蛋白質やCaの摂取量に問題があるの

ではないかと推察される占』

2・、 ネキみミルク壱用いていない時期及び理由

　冬ギムミ～レ久を馬いていない保育所の中㍉ 特じめから

用いていない所は第10表のようそ、 適半数を占あている

が、 ’途中からやあた所が麺以上に及んでいる。

r

北‘海
東

関

r中

近

中

四

九

㌧計

道

北

東

部
畿

国

国

州

使用している．

実 数

15

31

54

114

58

63

149

62

446

一使月31していなレ｝

比率
』実一 数

長60％㌧　　　o劣
8815 　　　8．61
8414　　　　 14．皇

』9互．2”10　　　 8．01
84．、2　・　』10 　♪　L4聾 5

88，7　　　　 U．β

89∫ ．　　11ρ
87．3　　　　　　　・互2．7

88．3

第9表　ヰ乳の使用状況（実数、カッヌ内％）

北

東

関

中

近

中

四

九

海、、道

　　北．1
　　東r

　　 部

　　．畿

　　国
　　 国

　　州
計一

毎日使っ

ている∴
時々使っ
ている

使ってら
ない※・、

」3（20，0）　Ol （0）12（8σ．O）

11（31，5）2（5，7）22（6218）

24（36，9）　8Q2，3）32（49．．3）

25（19．8） 4（3．2）94（74，6）

6、（8．7）　O （O）62（89．9）

10（19）コ（L4）白．58（81，6）

8（14，5） 1、（1，8） 二4辱（8箕 ．9）

21（29．6）　　　6　（8．4）　　40（56，4）

108（21』3） 22・（4．3） 合65（72，0）

第10 表『スキムミ・ルクを用いていない55の保育所にっいて』

1備所数』1 比準
過 去 に於 け お

使　用　の 有”無

用いていない理 由

始めかち用いていない 12g　r』52脚
前にぱ用いていたが今は用いていない ／ 2。レ3≦4’
、無・回 答ビ：

ず 1『6 10，9

特別ゆ理由嫉ない 22 「 4α・
午乳が宋く木手出来る 1

4・
1．1♪7・a・・

『子供が喜ばない》牛乳を好む、 残しが多い等 23 lr4L8・

下痢を起す、． 不消化、父兄が養威し壕い等 ／ 1φIl2舛r
手数がかかる、．設備がないや入手に手数がかかる 1。い亀2ず
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第11表　対象保育所で用いている燃料（実数、カッコ内％）

プロパソ
ガ　　ス

ゴヒ海道　　　　 5（26．3）

　東北　19（40，4）

　関　　東　　　　3L（39．2）

　中部　67（41．3）

近畿　44（48．3）
　中　　国　　　　58（63，7）

　　　　　43（62，2〉

　　　　　46（46．O）

　　　　　313（47．5）

ガ　ス

3（15．8）

4（8．5）

24（30．4）

18（n．皇）

8（8．8）

4（4．4）

1（1．5）

9、（9，0〉

71（10．8）

マ　キ

3（15．8）

17（36．2）

良7（21．5＞

46（28，5）

30（33．0）

22（24．2）

17（24．6）

20（20．0）

皇72（26，L）

炭

4（8．5）

3（3．8）

15（9．3）

4（4．4）

3（3，3）

2（2．9）

5（5．O）

36（5．5）

石　油

3（6．4）

3（3．8）

2（1。2〉

4（4．4）

2（2．2）

1（1，5）

6（6，0）

21（3．2）

重油

13（8．0）

2（2．2）

4（5．8）

10（皇0．0）

29（4，4）

石炭
8（42，1）

夏（1．3）

i（0，6）

3（3．o）

恵3（2．o）

電　録

1（1，0）

真（O，2）

その他

オガライト
　皇（1．1）

1（聖． 5）

　（o）

2（O．3）

　用いていない理由を特にあげていない22ヵ所と牛乳が

安く入手出来るという4ヵ所を除くと「子供が喜ばない」

「牛乳の方を好む」』「残しが多い」等、スキムミルクの

風味に関する理由が過半数を占め、次に下痢・消化性・

父兄の態度に関するもの、第三は手数、設備、入手法に

関するものがあげ．られていた。

　風味の問題は一応さておくとして も、 スキム ミルクで

下痢を起すとか、不消化、父兄が賛成しない等の理由で

約30％（16ヵ所）の保育所が用いていないのは考えさせ

られる問題である。

　前にも述べたように過去のスキムミルクに対する嫌な

印象をもつ父兄や保育担当者の影響や瞬示によるものが

多いのではないかと思われる。

　蛮実保育所給食馬ミルクは日本児童福祉給食会がニユ

ージーラソドから購入し、4形ポソド（2⑫5宮）入りの

ビニール袋で、それを厚手のボール箱につめて送られて

くる。大体15日以内で日本に着き、到着したスキムミル

クはただちに横浜で細菌検査が行われ、保証されたもの

だけが保育所へ向けられる。細菌検査の後大体2週間で

各保育所に配布される。それ故に保育所の保管さえ上手

に行われていれば不キムミルクには先ず問題がないよう

に思われる。

　スキムミルクそのものは本来牛乳を脱脂して粉末乾燥

したもので、これに豊富にビタミソ類を添加して未熟児

用ミルクに使う癖もある位消化のよい食品である。

　問題は保育所に於ける保管であるが、30人以上園児の

いる保育所なちば大体1箱が2～3日間で使えるので先

ず問題ないが、園児の少い施設や毎日スキムミルクを使

月しない施設では注意して保管しなけれぱならないQス

キムミルクは吸湿性が強いので、密閉できる大きな缶を

用意すること、使用した杓子はミルクの中に入れっ放し

にしないで、その都度煮沸消襟ずみの、よく乾いたもの

を用い、取り出したら、すぐフタをするようにする。

　給食設備については今回くわしい調査は出来なかった

が用いている燃料について調べた結果（第11表）約半数

の保育所はブロパシガスで、26％もの保育所が今なお薪

を使っている。都市ガスは10％程度、他に石油、重油等

が5％程度になっている。

　これらの使用燃料から押して考えても多くの保育所の

給食設備の改善は急務のように思われる。

3．　スキムミルクの利用状況

　スキムミルクの使い方は第12表に示したが、毎日飲用

する所が最も多く72％になっており、次が時々料理材料

に使うというのが多くみられた。

　菓子の材料、パソに入れるという所もそれぞれ2％程

度あった。

　次に使用頻度の高い飲用、1調理用について地域別にみ

ると（第13表）各地区共毎日飲用にしている所が約％を

占めており、中でも東北、四国、中国はこの比率が高い。

時々の飲用は北海道が高位で％を占め、他は11～14％程

度であった。

　料理には北海道だけを例外にして、時々使う所が各地

とも約半数、使わない所が約嬉を占め、料理に毎日用いる

所は極めて少ない。これは恐らく人手や設備によるもの

と思われるが、パン食を好む子供が非常に多い現在、設

備の改善と共にスキムミルクを大幅にとり入れたバ『ソ食

にふさわしい副食献立が数多く作られ、給食されるよう

工夫してゆきたいものである。

　　第12表　スキムミルクの利用状況（実数）

轡ど毎時々 まれに随ない

飲　　　　用

理の材料
子の材料・

ソに入れる

368

510』O

70

34

547

2785320 65

68

47

28
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第 亘3 表　地域別の利用状況－（％）1

飲・：
，　』

1用 料』 理’ド ：用

．殆んど毎日1
時　　々 まれに 使わない殆んど毎日 時、1凌 ま れ に 使わない

北　　海　　道 60．0 33．0 　0　、』　　　r 6．7
＼ rゴ

　6．7 86．6 O 6．ク

．束、　　　北 77．1　 11．4 219
8．6 』0 』4ε5 28． 6 ”22よ9

関　　　　　東 70．2
14i1 工6 14．里 ’6．2 39．1 r14ほ 40，6

中　　　　　　部 73．6 14．4 0 12．0
’一
4．8 44io 17．6 33』β

近　　　　　畿　、 69．6
P1
310　

』　、　　　　　』

0　 17．4
11 14

42．O ”10．L 143．5

，、中　　　　国 74．5
1㌧ ．3 0

14．1 1多，4 45；1
11 5．5 31．O1四　　　　 国． ．7812． 12．7 、0 9．L 工8 β玉19 9．1 2712

九 州 7E．8 皇4乙」夏 0 ，．141k ．5．6
．・ 0乙9 19．71 33．8

第偶衷 1飲用時の条件ど好き嫌い ∫

濃
度

味
じ

香

温

度

濃くと　く

うすぐ と’く

甘味をつける

香 りをつセナる

熱・く∵す『る

さ一　 め． る

冷たくする

喜こ夷で飲む’一 嫌げが』る

実数

92

54

348

2正

246

73

夏6L

．比率 実数

⑳．6％1㌔ 24

里2甲1

77，8

4915」・

．55－ll「

：艮514i

36一夏1
’

28

3

ノ』”

；1 7二

25・

15r

』比率

15．姦％

‘6．3

017

’－

夏；』1

3．8

5－5・

3酢4’

4．　スキ4ミルクを飲用にした時の子供の

　　受容態度

、今興綱葦レた約半教9俸育所蛙ス寺胞言ノヒクを時夕翼

脚とし冬使死答えていた抵嫡調糊に働鰹
ると答えた所は5％にしかすぎなかった。

，、

理舛使？た時り手歎やマ回り駅享鰻入都阜診う玲量

曝セキ、サレ）i‡0名・イ立渾か1隅』奪で南る三ζ笠を考ネ合わサ

葬徽恥、して嚇脚鯵畔戯群だ羅わ紅
為。・

、働μ即贋容 宅セ似曝φ蔚餐蝿劣る
ウ㍉少レ頂もお吟レく群砂為方法奪見串レ鳶いと考客、

稀釈濃度、華や香りの隣加、 供食時の濃度等からその倹

継行聾タ・：
、』 』』，

・その罧悌臓）・構を？晩もの・割をづ晩
、むめ） 輿食海庫φ嘩ヤ1・もの、 冷たいものの順に喜んで飲

む率が高く・：乳汁の味や香り、 温度が受容に関係の深い

泰を示している。．
』、、

　濃慶はうすいものJiり濃いものの方が喜ばれる率が高

いが、 嫌われう事は｝孝曙同率であ？た5　『

　味や香りをつけたものは嫌われる癖が極めて少なく、

温度ではさめたしものの嫌われる率が幾分高い。 」 』、ンン1、

　当研究所附属のチ」ス・ザーで3弔4．才の幼児に間食め

門部と して温摩｛ 1茸味度の異らた葬乳、全脂粉乳ジ脱脂

粉乳2種（市販と給食用）・それぞれ150ccを与えたとこ

ろ“，、約半数は乳の種類、濃度、 甘味度の如何にが期勝

らず全部飲用し、・約半数は数回の残しを示しだが、 ・乳み

種類、 甘味度も温度等による違いは明かでなかづたる’で‘ir

』飲用時の味シ香りづけに用いた富があるとむズあげら

れな調味料及び香料は30種余りにのぽり、 この中使用頻

度の高いものとしては砂糖、・悼》アずコ画ヒ皆 ジ 出一

ス等があげられ、後の三者が特に喜ばれたという頻度が

高かった6

、、瓢』’祖ミルク脚、す廻評嫡噸菊
う一
保育者め考訪　　　　　．、罰

ゐ

』・給食用スキム ミルグについて嫉レばし獄その学獲価・

消化性・消化墨鱒対する影響等に関係のある風評に接す

る司保育者がこのような風評を明いた事があるか忌もし

阻いた場合、それをξのよう鱒受け止めているカモ礪恐ら

く保育所に於けるスキムミルクの利用度に関係．し・ ヌ保

育所児のスキムミルク受容態度にも影響を及ぽすも のと

思わ鉾る6　 ．巳、、． ＝、

一 、碧i ．、 ～

』洛卑ムミルクに不利だと思われ為風評4項目琴？蟄て1

保育者の経験は第15表のようで、保育者の約垢は 1「下痢『1

を起す」 という風評を聞いており～％前後嫉るF栄獲にな

らない」lrビタミ願が少な囚硝化力琴悪叫等ρ事を』

卿いているdそしてその通りであるぐ信じてい蚤1者嬢

．「ビタミソ類が少ない」1犀？いてに渾半数に上、り∫消化

が悪い」「下痢を起す」で塩 「栄獲にならない』で％を』

占めている。

対象全保育者中、 これらの風評を信じてめる者の比率

は5～20％となる。 、… 　、 、二：1
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第15表スキムミルクに関する風評とこれに対する保育者の考え方

阿いたことがある
聞いたことがあって
うだと思う

全対象保育所中「そうだ
思う」と答えた所

実　　数
総数に対す
比率

　　　　　「聞いた菰が
　　数　ある」犀対す　　　　る比率 実　数 比　　率

栄養忙ならない

ビタミソ類が少ない

消化が悪い．

下痢を起こす

45

62

68

18L

8．9（％）

12．3

13．5

35．8

9
39

27

62

20．Q（％）

62．8

39．7

29．2

27

74

．45

95

5．3（％）

L4．7

8．9

亜8．6

　我が国で給食が開始された当時のスキムミルクには包

装の不完全なもの、長期にわたる保存が適当でなかった

もの等があり、それに加えて当礁者もその取扱いに不慣

れだった為、 配給されてから後の保存や調理法、供食法

にも適正を欠く串が多かった事は事実である。しかしそ

の後、・品質は改善され、取扱いの技術も研究され、 スキ

ムミルクの栄養価、 保存や調理、 供食に関する指導も強

力に行なわれた筈であるが、尚このような回答のみられ

た礁は考慮に値する。

6．スキムミルクについての保育当事者の感想

　上述のスキムミルクに対する風諦ま周として、筆際こ

スキムミルクを使用している者がそれに対してどのようr

に考えているかを第16表に示した。

　スキムミルクの良い面として価格、保存性、使用範囲

が広い蛮、等があげられ、欠点ζしては味、匂、舌ざわり

溶けにくい、保存しにくい、手数を考えると安くない、

等があげられた。

　もちがよくて便利というのと、反対に保存がしにくい

という相反する回答があったが、．前者38．5％に対し後者

6．・9％であうたので、保存しにくいと答えた保育所では

スキム1ミルク保存の管理が悪いのではないかと考える。

短所の中、．特に問題になったのは味と匂の点である。

第16表スキムミルクに対する保育当礁者の感想

実数 比率

畏　所 値段は高くない

に、もちがよくて便利．

途が広く使える

200

72

8ら

（％）44．838．54L．2

短　　　所 味が悪い

が悪い

ざわりが悪い

存がしにくい

ぐ湿けで使罵しにくい

137

95

23149

きO．7

3．

，0

第17表今後の使罵に対する考え

保育所 比率

今後も続けて使う
382 75．6％

今後は使わ　な　い 4正 8．1

値段は高くても牛乳を使
方がよい

済がゆるせぱ牛乳に切
かえたい

26
63．4

下痢など起さないことが
っきりすれば使う

1 2．4

栄養のあることがはっき
すれぱ使う

L 2．4

手数がかからずおいしい
い方があれぱ使う

9 21．9

無　　回　　答 82
16．2

7．スキムミルクゐ今後の使用に対する考え

　今後、保育所の絵食にろキタミルクを使用すうかξラ

かについて聞いた結果は第17表のようで、約76％の保育

所は今後も使うと答えており、又使わない≧言っている

所でも下痢、栄養、調理等の問題が解決すれば使う意向

を表示している◇

　スキムミルクに闘する各種栄養調査成績1坦飢鋤oから

少くともスキムミルクの栄養組成上からは、これが栄養

』上に果す役割の大きい礁は充分理解できる。

　又今回の調査成績からスキムミルクが必ずしも保育所

児に強く嫌われておらず、調理、供食の工夫により受容

性を高め得ると考えられる。
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一V　総括及び結論

　我が国曝育所に於ける不キムミ．ルク陣用の実態調査を

牟俸育所蜘の％比当る工026ヵ所把対し忌質問紙法により

実施した。

　回答を得た505保育所（回収率49．2％、全保育所に対

する比率4、9％）について集計した結果次の成績を得た。

　1．何らかの形で給食を実施している所は505保育所

中500カ所（994％）であった。

　2， 給食にスキム§ルクを利用している所は446カ所
（弓81r 〉で訪1？拳・

③スキム1ルクを恥琴哩由鮮魍郷聯・
次に下痢、手数、殿備o順であづた5．
　4．ρこの保育所の約73％はスキムミ1ルクを飲用に毎日

用）～くいた。

　5ゼ
、・
供に喜ばれる乳汁としては甘味をつげる、熱く

する・香りをつける・ 冷た くする等で疹6だ。

　6．飲用時の味、香りつけに用いられた調味料及び香

料の種類は30種余りにのぽり、この中使用頻度の高いも

、のほ砂糖、コ自ア、コーヒー、ジ晶一ス等である。後の

三者が特に喜ばれた。

　，7．保育者の約％はスキムミルクに？いで「下痢を起

す」という風評を聞いており、％前後は「栄養にならな

い」［ビタミン類が少ない」「消化が悪い」等㊨癖を聞い

ている。これらの風評を信じている者は｛「ビタミン類

が少ない」については過半数に上り、r消化が悪い」ビ下

痢を起す」で磁「栄養にならない」で％を占めていた。

　8，　スキム劇ルクについての保育当礁者の感想は、良

い点として価格、 保存性～使用範囲が広いこと鼠 欠点と

しては味、匂、舌ざわり ｛溶解度、作る手数等があげら

れている。

一9乙 スヂムミルクの今後の使用については、 』約7¢劣の

保育所がposltive、の回答をし（いる。 又lnegative・の

態度を示した保育所の中2雪3の保育所は不痢‘1・栄養敵

調理面の問題が解決すれぱ使う意向を示 していな。 ：誌

ノ、　　ヂヤ　　』’ぴ

第二部ド給食用スキムミ々』クリ栄養学的検討
、、　声　．　 バ

〆

一1　緒

　スキムミルクはその縄成の上からすぐれた蛋自質、カ

ル考文き、 サ穿、§ マ阜冠聯漂で夢う蘇畦明 倦動であ．9各

種動物実験でむ蛋白質の1つとして用いられ15u6，17，、幼

動物の発育にすぐれた成績を示す蛮i8閲も知られてい

るポ

砂頃述嫉よ餌スキみミルク隅蝸晦鱒
で「栄養にならない」 rビタミンが少な“■等という栄

養価に関するものが多く・給食用スキムミ’ルクに対する

不信感が稲当に流布されていること㍉又給食用スキムミ

＝讐
目

，　　〆　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
ルクは市販のスキ4ミルクに比べて鳳味は幾分劣り．‘、 溶

解性も低い等の理由から・栄養価についても若干の達い

があるのではないかという危惧の念がみられたので下両

者の栄養試験を行ない、 差異がないかどうかを止較検討

しておくことは、給食用ス1キムミル クが保育所給食で現

’在広範囲に用いられてお朕今後も引き続レ・て使用され

る見通しにある以上、、重要なことだと考えて冒以下の動

物実験を行なった。

づ 』∬・研究 方法二

1．栄養分析

　給食用スキムミルク、市販スキムミルク中の蛋白質、

乳糖、カルシウム、ビタミンBh　B2についての分析値は

第18表のようである。この表にみられるように給食用ス

キムミルクは市販スキムミルクに劣らぬよい数値を示し

ている。

2．動物実験

（1）試験試料一』 』 …

　飼料の蛋白源として給食用スキムミル ク、 布販スキム

ミノセク・蝉インの3種類を用いたり

給食用スキムミルク＝

　日本児産福祉給食会から供与された。

1スキムミルクの輸送経絡、 包装状態、品質検査匠づい

』176」乙



水　野他：スキムミルクに関する研究

第18表　スキムミルク1009中の蛋白質、乳糖、カルシウム、ビタミ

種 別

．給食用スキムミルク

市販スキムミルク

※スキムミルク

蛋　白　質
　　　（9）

38．25

32，52

34．8

乳 糖
（9）

43．21

57，81

52．2

カルシウム
　　　（㎎）

璽472．7

1324，4

1200

ソBエ、B2含量

ビ　　タ ン

Bヨ（㎎）1恥（㎎）

0，294

0．276

0，30

1．766

1．675

1，60

※　食品成分表値

ては前述の通りである。

市阪スキムミ』ル4＝

　A社製の国産スキムミルクで4009入りのボール箱製

を用いた。当該会社によれぱ、本製贔は溶解性を増す為

の特殊操作が製造過程に加えられているだけで、添加物

を含まず、栄養的には純スキムミルクと全く同一である。

カゼイソ＝

　比較の対象として糖製カゼインを用いた。

（2）飼料配合

　蛋白質一飼料の蛋白質レベルは10％とし、窒素の実測

値にもとづいて配合した。

　Ca一餌料の蛋白質レベルを10％にした場合のCa含有

髭は給食用スキムミル4群0、3859／1009、市阪ネキム

・ミルク群o，4709／1009となり、両群とも既に白鼠の至

適Ca量20，（白鼠の至適Ca量0，209／1009 ）　を越える

ので、．こり両群にはCa添加を行わず、カゼイン群にだ

け給食用スキムミルク群と等しくなるよう乳酸カルシウ

ムを加えた。

　V・B2一実測値にもとづき3群とも同昼になるようV

。B2の添加を加減した。

　その他のビタミソ及び脂肪は3群に同量加えた。

　3群の飼料配合は第19表の通りである。

（3）試験動物

　体重309前後の離乳直後のWlstar系、雄の白鼠を用

い8匹ずつ3群に分け、実験開始時からそれぞれの試験

飼料をad－hbに与え、恒温、恒湿の環擁下で一匹飼いに

し、8週間餌育した，隔日に体重と摂取飼料蹴を計った。

　実験開始後2週目及び5週目に各群より3匹ずつにつ

き窒素及びV・B2の48時間出納試験を行なった。飼育終

第19表飼料粗成（飼料1009当りの9）

1纈群1市鰭
給食用スキムミルク

市販スキムミルク

カ　 ゼ　　イ　　ソ

大　　豆　　油

無　機 塩　類

ビタ　ミ　ソ類
α一トウモロコシ
澱粉

26，真44

7．（X）0

2，520

Q．040

59．690

30，750

7．（X）Q

2．520

0．040

64．295

カゼイン群

l　l．220

7．（XX）

5，480

0，041

76．259

了時に断頭し、　1側の大腿骨及び脛骨をとり出してCa

の測定に供した。

（4）栄養価の評緬法

　各群飼料の栄養価の評価は次のような観点から行なっ

た。

・動物の一般健康状態

・体重発育一体垂測定は19感度2㎏秤りを用いて測定

。飼料効率一飼料19当りの体重増加量

・蛋白質効率一蛋白質19当りの体重増加量

。窒素蓄桜量一マクロ及びミクロキールダール窒素定量

　　法により測定

　「窒素蓄積量」＝摂取窒素量一（尿中窒索＋糞中窒素）

。ビタミンB2出納一ルミフラビソ法により測定

　「V・B2出納」；摂取V・B2量一（尿中V・B2十糞中V・B2）

。大腿骨、脛骨の畏さ一〇．OO5㎝感度のキャリバーで測

　　定

・假’重量一脱”旨骨重量を汲唖定

・骨中の灰分及びCa含量一灰分は常法、Caは過マソガ

　　ソ酸カリウム容量法を用いて測定

皿　研究結果及び考察

1．一般健康状態

給食スキムミルク群（以下給食群と略称）は全対象が

実験終了時まで、轟屓調な発育と良好な鍵康状頂誤を保ち、

3群中最も体毛も密で、毛のつやもよく、行動も活発で

あった。市販スキムミルク群（以下市販群と略称）には
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’第2σ表；累積・：体・・重 ［増 一加』量

給　食　　群

市　販　　群

カゼ・イソ群

初体重「
　　　（9）’

3良i6ゴヒ3．3

33ξ0±2，4

32∫8±夏．7

体 ．重 増．1加量 （9）

第遡司
24，1士2．5

’2σ～5＝ヒ7．8

20．8＝ヒ4．6

第2週目

50．7＝ヒ3．3

一45」6＝ヒ7，6

42．6±6．O

r第曝目

75』8＝ヒ7．8

“66ポ9ゴ＝15．2

6Q．7士7．4

1、第5週目 1第咽目

正43．3土8．8“

夏30．6±19．2　二

U9．2±9．2

195；5±1i．8

184‘2主ヒ21。3

『167，’7＝ヒ9．3

第21表累積飼料摂取量（9）
薦E、週官．．ノ 1第 2週目 第3週目 第5週目㌧ 第，7避貝

給　　　食　　 5正．O土4』gr

　　　F
9・2±H璽5．

126．O士6，8

1β7、9土里7．5

9．2±9．4

12嵐3まf2．13△

15ボ5圭301b』F

206，6雌4．氏

1462，仕2α9‘

30，5±53．2

417，6±2白，4　　　　　r　　　　　』

・1 48．2土2ゑQ’・

08．0士60，2

685．O土箆6

』第22衷 累横・蛋自質効率

、給　　．．食、　群

市 販 群

カ　ゼイ ソ群

第1週
目r

4．76±0‘54

3．98±1．04　

3．91±σ』77

11鋤週目

、4』03＝ヒO．28

「3．59±O∫45

3．36＝ヒ0；34

第3週目

3．37＝ヒ0．26

3，08≦ヒ0．64

2．92＝ヒ0．・24

第5週且

3．1夏±0．20

3』O皇＝ヒO．13r

2，85±Oj1・

第ク，週 1員

2，62±Oi　Lス

2164キ9・121／

2．々土0．1玉βつ

鱗IIにより肺炎と診眺れた3例鱗直タ、其例鱗郁

厚が肺継が雌導？層鰐給傘群に躯ぬ良好
な発育乏健康を訴しき◇亥ゼイマ群4）発育“建康痺態豪

3群中最も劣？燐3遡の弊轡瞬葎り1捗
健康状態を保づた5

　2，　体重発育、飼料効率、蛋白質効率』

各脚雌鵜徽毎砒塑穂向堺苧緋5
組1こ納聯傘群雌離鮪め・ 11瀬こ掛蝕雌
占あたどカゼイシ群は6紀においズ最下位をとりY年位

を示した2組蝋1組は途軌撮†位晦鱗び』1』・
　従って市販群では3組が上位、3組が中位、’2組が下位

を占膿邑群螺難騨雌瞬2・麹通願庸
食群が第1週目がら他め2群｝こ比べ亡“すぐれた発育を

示し鰍哲優雌偏た・蔽群雌齢萎齢だっ
為4例に？いて集計したが、第1週及び第2週は声ゼイ

ン群とほ翠同程塵の増加、それ以後は次第に力遷イソ群：

をはなして最終的には、かなり給食群に近づいた。カゼイ

ソ群の体重発育は最も劣らたが｛最後まで、』応増加の

傾向をたどった。このような体重発育における 3群闘の

相違の一部は第21表1こみられるように飼料摂取最の多寡

に帰する事ができるよ二：う；に思づ♂しかし窮1週及び第磐

週における飼料摂取量は3群肉の相遼が殆ん どなし・に壱

かかわらず～そめ発育量には～すで比ある程度の差が生 じ

ている・ これはこ嚇郷綱る蝉輝・ 聯蜘率
の相違に現われているポこれが何比由来ずる かにう》～て

現在考えられるもの．に蛋白質及び乳糖などがある。 啄ギ

ムミルク中の蛋自質はカゼイシの他にナ沁ゲミ‘ジひ少量

のグロブリシを含む。これがスキムミルグ蛋白質効率の

翌鵠罫驚辮懲麗簸コ磐轡
略群鮒は陪の蛋白節ぺ睦勉ゐ奮蝉繭
率は㈱郷と全坪鮒琶各陣昏こ累礫艇鱒
麟覇第臓のようで～贋吾1ミノ玖琳題轡閥
’も高く、カゼイソ群が最も低》、』ことに発育初期書ごおい

てそめ傾向が著しい。週齢と共に何れの揚合’も蛋白質勅』

率に低下する。

3．　　窒素出納試験

第1回（飼育第2週目）及磯廻、｛鱒簑暉早）
に行われた48時間の窒素出納試験成絞を24蒔間単位比し

《第23衷に示すぎ　（以↑みかけの吸収ドみかけの蓄積な

一1マ8一



スキムミルクに関する研究

第23表　第夏回及び2回目の窒素代謝成績（24時間平均）

平均体重

（言）

窒素　摂取量

（㎎）

窒素排泄猛　（㎎） 窒素吸収 保　留窒素

糞便　　尿　　　計 吸収量　比　率
㎎）　　（％）

保留　　摂取量に吸収量に
窒素量対する割対する割
（㎎）　合　（％）合　（％）

　第
夏

給　食　群　7乞生臥7 148．4
±15．8

L9．0　　34．0　　53．0

　±8，0　　」＝7．8　　±2．3

129．3　　　86i5　　　　95．4　　　161．5　　　　73，9

＝ヒ23，4　　　＝ヒ6．6　　ニヒ16．6　　　＝ヒ2．9　　　±4．8

2回
目間代 　　　　　73，0　　　　正57．4　 　17．Q　　　　38，9　　　　55。9　　　　140」4　　　89．2　　　　夏01．5　　　64．5　　　　72、3市　販　群　±“　±2．O　±4．L±”　土λ1　士5，9　±幻　±α6　士2，7　±且．5

目謝）

　　　　　64，2　　　　12星．8　　　　　　　　　　　36．O 　　41．6　　　　116，2　　　95，4　　　　80知2　　　　65．9　　　　69，0カゼイン群　±％　±2．75・6±4・7±乳6±11，9　±4．L±舗±U．フ・士4，8　±％

　第
　　　　　　皇66．7　　　250，4、　41．3　　 　83．6　　　　124，9　　　209，2　　

士L4，5’ 4．8士4，0

由　　　　　　　　　　　　互64．3　　　209．5　　　上9．3　　　　62．5　　　　81．8　　　　190．3　　　90．9　　　　L27，9　　　6LO　　　　67，2叩　販　群　±9．5±乳2　土5．9　±＆2　±留　蝕2　±2．6士夏昂　±輌　±4，8

臨射）

　　　　　L44，5　　　2L互．1　　　【3．8　　　　81，7　　　　95．5　　　　！97．4　　　93．7　　　　1皇5．6　　　54．6　　　　58．5カゼイ　ン群　　　　士3，5　　‡13，1　　±7，2　　±3，9　　圭4，7　　±L6，4　　±3．O　　±16．8　　由5，5

　±8，1

どの言葉を単に吸収、蓄積と表現する）

　第1回、第2回とも同一白鼠が用いられたが、この間

に給食群、市販群、カゼイン群はそれぞれ9412、91，31

80．39の体重増加を示した。第i回試験の各群の窒素摂

取量は体重にほぽ比例し、市販群、給食群、カゼイン群

の順であった。これに対する尿中窒素排泄量は、給食群

市販群、カゼイン群の順で｛カゼイソ群に箸しく少な

い。窒素吸収絶対量は市販群、給食群、カゼイソ群の順

であるが、吸収率はカゼイソ群が最高で、95％余、給食

群が最低で86％余であった。　（これは摂取量が少ない場

合には利用率が高まる生物の補償作用によって一部説明

されるであろう。）尿中窒素排泄量は市販群、カゼイソ

群、給食群の順であるが、各群間に大差がない。

　窒素摂取から廉及び尿中排泄の窒素量を差引いたみか

，け4）窒素蓄積髭は市原群、給食群は約100㎎でほぽ同量

カゼイソ群はこれ逝り20哩少ない。摂取量に対する蓄積

率に約64％、吸収量に対する比率は72％で各群間に大差

がなかった。

　第2回目め窒素出納試験では、給食群が平均体重も窒

素摂取最も最も大きかったが、市販群とカゼイン群は体

重の著しい相違にもかかわらず、窒素摂取量は、ほぽ同遼

だった。尿中窒素排泄量は給食群に著しく多く、従って

83％り低い吸収率を示した。市販群と卑ゼイソ群は90％

余の吸収率であった。しかし給食群は摂取量そのものが

多かっ為ので、吸収の絶対量は最高であpた。

　尿中窒素排泄量は今回は前回と逆で、市販群は最も少

なく約63㎎、他の2群は80㎎余でほぽ同量であった。窒

素蓄積量は今回も給食群、市販群ほぽ同量で130㎎余、

カゼイソ群はこれより工0㎎少なかった。窒素摂取量及び

吸収量に対する蓄積比率は両者とも市阪群が最高で、そ

れぞれ61％及び67％、給食群、カゼイン群は50～60％を

示した。これら2回にわたる窒素出納試験の成績は必ず

しも発育初期に遜られた績食群の特にすぐれた体重増

加、高い飼料効率や蛋白質効率を説明する．ようにはみえ

ない◇しかし帯販群には死亡例が多かった為・生き残っ

た体格のすぐれた個体が出納試験の対象として用いられ

たので、こφ事が出納試験成績に一部関係しているかも

知れない。少なくとも給食用スキムミルクに含まれる蛋

白質が窒索代認の上からも市販スキムミルク中の蛋白質

に劣らないと考える礁が出来る。

41　ビタミンB2出納試験

　第1回及び第2回の出納試験におけるV・B2の摂取量

に対する尿及び尿中排港孟は第24表のようである。第1

回目出納試験時のV・B2摂取量は給食、市脹両群岡に殆

んど差がなく約200r、排瀧量も殆んど同猛で摂取量の13

％前後であった。』

　第2回目のV 。B2摂取量は給食群にやや多く300r、

市販群、カゼイン群は260r強で、これに対する排泄量

は給食群のみ31％、侮の2群は10％前後であった。1

　V・B2摂取量から排泄激を引いたものを一応消費量と

みなすと、これは第1回目は給食、市販群殆んど変わり

なく165r前後、第2回目は3群210ん240rでほぼ同量

であった。腸内細菌の合成を考えに入れなければ各群とr

もほぼ同量に消費されているものと考えられるσ
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第24表 第 夏回友ぴ2回目のビタミン既出納試験成績（24時商宰均）

羊均魔y撮壼 V・B2排　泄量　（r）　　　　摂取貴　　　　　　　　　　　　　　　排泄量

（殴）』　　（r） 灘剣尿中1計 騰麗対（，）

　第　
（艮

給　　　食 群
　　　　ユ80，672．5±2，7

　　　　　±20．9、
i2．44 　　　　　　　　　　　　22．OO　　　　　皇2．20　』　　　164．00　　　　9．56±1，0皇　　±3．07　　　　　　　　　　　　　±4．31　　　　±3．5聖　　　土24，110

2回
目

間代
市　　　販 群 73．O圭4．4197，5±2．5

夏0．12 　　　　L9．直4　　　　　29．26　　　　　里4．78　　　　　夏68．07

・士2，70　　　士里1．QI　　　　＝ヒ8．57　　　　＝ヒ4，互7　　　　±6，1

目諭）

カ　ゼ イ　ン 群 β4．2±0，6　152．5＝ヒ3。43．40ゴ＝3，99
10．87　　　　　14．27　　　　　　　　　　　　　　138，40　　　　　　　　　9．34±6，86　　±8．O正・　　±皇O．59　　　　　　　　　　　　±U．12

　第
2
給 　 食 群

其φ6・7　3璽4．0士8，5　　±12．2

27，44 　　　　7L．06　　　　　98．50　　　　　31．08　　　　　215．5L

　 ＝ヒ 里2．18　　　±40．66　　　ゴ；44－90　　　圭13，28　　　±38．14

5回・
目

間代
市　　　販、 群 L64．3‡9．5262．5±9．0

皇2．55　　　　　15．87　　　　　28・42　　 　　皇Q．91　　　　　234．25
＝ヒ4，42　　・　；ヒ里O．68”　　　±9、67　　　　±3，95　　　 ±16．88

目認）

カ　 ゼ　イ　ソ 群　
　　　　264．5144．5±3．5　　　　　　±・L6．4 　　　　L8．里2　　　　　25577　

士14，0ε9・50±4・69　土聖O．20

第範畢　木麗置孫曙摩郵や長澄、重量、灰分及びカルシウム含量

平躰重糠監
　（9） 　 （㎎》．

24L3．．、a588、

　d＝12．6 　r』

　骨＿ 長（cm）

畑司庫骨
3．224 　　3．643

〔B）乾燥脱

脂骨重脆
灰 分 、カノレシウ ム

給、 食　　群

　　　　　　　　　　ヒ、ジ◎鷺量1％野⑪欝1％9・璽謝

　　　　　　　　　Ql52711 　59，。　　5氏9
士1多4牛Plδ41 垂。・・67±…324370±16±6・β206土13一土L5彰8±o・6

市　　販　　群
　　　　　　げ　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト25223897 、3・2773－7夏61 儀6¢42

399±39　±7．3　　　・＝ヒ366　±0．058　 望ゴ0．047±0，・0490
58．3
　　　203±1β　±0．9、

5L．2　　　5．3ゴ＝0．4
　±2．0

カ ．ゼ イシ「 群．
209．18 r　31951 　　3』030

　土2513　．』士i82　圭0．045
3．47L　　O．5381　』
±O．028±α0287§23士皇8

r57．1
　　　　180士6　　血0、5

55．8
　　　5．7士0．5　士2．9

∫　、

5，骨中のCa及び灰分に対宣る飼料の影響

スキムミルクにCa韻の高卿璽鮮勢特即
1つである． その体内利用状態をみる為に飼育試験8週

自比代謝に用いた各群3匹』（但し、布販群の1匹は肺炎

病死の為、入れなかった）ずつめ動物砂1側の大腿骨、

脛骨の長さ、重量、 脱脹骨重量、r／灰分及びCa含董を測

定した6その結果は第25表の通りである。’巳二

　たまたま市販群では死亡例が多く、生ぎ残らて骨検索

に用いられたのは、 体格の大きいも、のばかりであり、1』ま

た給食群で出納試験に用いられた3匹の中2匹はその後

の発育が同群中の他のも「のより劣り、従ろて体格の小さ

い2匹が骨検索に加わる事になった6一

大腿骨・脛骨の長さ・乾燥脱脂骨の重量・灰分及びCa

畳はカゼイン群が有意の差で両スキ ムミルグ群よ一り小さ

い己

　一般に蛋白質％，、 V・D．26）、乳糖e7》はCa利用率を高

めるといわれている。この中・カゼイソ群が他の2群と

異なるのは体重の項でも述べたように蛋白質組成と乳糖

である。これらの何れがここにみられるような骨発達の

差を招いたものが、或いほ身体発育の差が二次的に骨発

達の差を招いたものか闘らかでない。しかし何れにして

もカゼイソ群の骨の発達ば体重の小さい礁と関係するも

のと思われる。試みに体重幻09 当たりで比較すると“11

第26表のよらになり、骨の長さではむしろカゼイシ群が

最大、乾燥脱脂骨重量、灰分、Ca量は3群とも大体等

値をとった。

　2つのスキムミルク群間には有意差はないが、わずか

ながらCa量以外は常に市販群が上位を示した。これは

前述したように測定に供された市販群の個体の体格が特

に大きかった事に一因を求める事ができるように思う る”

但し骨中Ca蓄積温だけは（）a摂取量が市販群に多かづ

たにもかかわらずi荷スキムミルク群殆んど同値を示し

た、8週間の間に摂取された総Caの中、 1側の足に沈

藩されたCa量は、摂取猛の5～6錫で、蓄積比率は市

販群が最低であった。乾燥脱脂骨に対する灰分含有比率

』180』
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第26表』体重1QO9当りの大腿骨及び脛骨の長さ・重猛・灰分及びカルシウム含量

骨　　　　長（Gm）
乾燥脱脂骨璽量

（9）

灰　　　分

（㎎）

カルシウム

（㎎）大 腿　骨 Ir麗 骨

給

市

食

販

群　　　　 【．34±0，15

群　重，30±olO2

カゼイソ群　1．45±0．07

1，51±0．夏7

1，37±O．07

i．67＝ヒO．08

0．26±0．03

O．26±O．01

O．26±O，01

154±13

正58±12

154±9

85±9

81±4

85±7

は3群問に大きな差はみられないが、給食群、市販群、

カゼイン群の順に高かった。また灰分のCa含有率は市

販群が有意差をもって給食群、カゼイン群より低かっ

た。一応この低値も正常範囲には入るが、市販スキムミ

ルクそのもののCa含有率が高く、従ってこの群のCa

摂取量も最大であったにもかかわらず骨灰分のCa含有

率が最低を示したのば何によるものか・またこれが骨組

成長とどのような意味を持ち得るかは今後の検討に待た

ねばならない。

　給食用スキムミルクのCaが対照食や市販のスキムミ

ルクのCaに劣らず有効に利用されている礁は、以上の

成績から明らかである。

lV　総括及び結論

　給食用スキムミルクの栄養価、特に良質蛋白質、Ca、

V。B2源としての重要性から、これら3要素に重点をお

き、発育との関係を追求する為、幼動物を用いてその栄

養価値を検討した。

　比較の対象としては、市販スキムミルク及びカゼイソ

を用い飼料の蛋白レベルは10％におさえた。

　離乳直後のWistar系白鼠を同腹組合せで、1群8匹

とし8週問ad－1互b　feedi㎎飼育を行ない、　1日おきに

体重と飼料摂取量を測定した。

　また実験開始後・2週目と5週目に窒素とV・B2出納

試撃を行ない、また飼料中の Caの利用率をみる為に実

験終了の8週目に1側の大腿骨・脛骨の骨畏・乾燥脱脂

骨り重量、灰分・Ca含量鳶測定し・次の結果を得た。

　1．一般健康状態についてみると、給食群は全部体毛

が密で、良好な発育と健康状態を示した。市販群は3例

の死亡（肺炎による）1匹の発育不良を除き、他の4匹

は給食群に劣らぬ発育を示した。ガゼイン群の発育は群

中最も劣った。下痢はどの群にも全くみられなかった乙

　2．体霊発育、蛋白質効率は8週目迄、常に給食群が

最高位を示し、カゼイソ群が最低値を示した。

　3．窒素出納は3群とも強い正の平衡を示し、殊に飼

料摂取の少ないカゼイソ群は高い蓄積率を示した。しか

し窒素蓄積の絶対量は飼料摂取の多い給食、市販両スキ

ムミルク群に大きかった。

　4，　V・B2出納試験では摂取量と尿中排泄量との差を

一応体内におけるV・既消費量とみなす払　3群ほぼ同

量の消費を示した。

　5．　骨の長さ、重量はカゼイン群がスキムミルク群に

1比べて劣ったが、2種のスキムミルク群間では差はみら

れなかった。摂取されたCa中、1側の脚骨に蓄積され

たCa艶は、給食群が最高、カゼイン群が最低で、摂取

量の 5～6％であった。骨灰分に対するCaの比率は市

販群が最低、給食及びカゼイソ群に比べて有意性をもっ

て低かった。

　本研究に対し、日本児童福祉給食会から研究費の御援

助をいただきました。ここに深く御礼申上げます。

〔文 献〕

1）　国民栄養の現状：厚生省公衆衛生局、1965

2）小石秀夫＝栄養と食駄14、20、1960

3）　田村咲江：家政学雑誌、14、1、1963

4）、武灘馳＝日辮鯉翻蜥昭稠年度聯
　業績抄録集p，26、1967

5）武藤静子他1同上、p．34、1967

6）　武藤静子他：日本総合愛育研究所昭和42年度研究

　業績抄録集　 p．48㌧　工968　

7）給食会だより＝日本児童福祉給食会

8）武藤静子他：小児保健研究、26、108、1968

9）　武藤静子他＝栄養と食糧、22、37、1969

10）　全国社会福祉名鑑；厚生省社会局、児童家庭局、

　1965
11）　ノ」、涜f秀夫＝栄養と食糧、　13、3上、1960

12）　R．A，Rasmussen＝J，Agr，Food　che血．112、

　413、　1964

一181一



13) 4~~F;~~~ ･ ~~~~~~~~~~:･ '17 +~6~ 19~4･ ~ ' ' 
1) L. B; Mendel et al,:'J. Biol,~dhem., 20* 351* 

!145 ~~~j~:~:~~~~~~~* i~~352 i964 

: 15) M:W~jciak : pbstepow Nank Rbhtiic~;~ch: 54 22) ~:'C:JearrS 'et al : Infant Nutr., 3rd Ed., C.V. 

: 69 ~1964 * ' = - * - , - - ~ - _ _ Moshy, St. Louis,_1941 p. 49 
16) ~~~2S~~ : ~;~~!~~~:~~* .15. 299* I~e2 23) ~r. M. Cox et al : J. Nutr,, 33. 43.7, 1947 

17) ~~~~:;:~S ' ~i~~~~~~;~~: 15 302 1962 

, - ･ * * * 24) A. J. Mueller et al : J. Nutr., 34* 285* 1948 j 18) ~. Narayaiua Rao et al : Focd Sci., 1 1* 176 25) E. Widdowson et ~1 : J. physiel., 40, 30~* 

1942 

19) A. P,aul Jayaraj et al : Feed Sci., 1 1* 181* 26) S. Chenken et al : Amer. J. Physiol., 198* 269 

1960 
20) Laufofd: & Shermah ' j Biol+ dheiu - Iie . . . ., * 27) F. W. Lengemann et al : J. Nutr., 70* 377, 

1960 

.-S;t~dy :of Skimm~d Milk 

Dept. 4 Kiyeko Mizune* Akiko Ito 
Shisuke Mut5 

Aiikti Hospital Jushichiro Naito 

Part I,: "Survey on status of ski:x~med milk cansumption in nursery school" 

A survey concerning the skimmed milk utilization was carried eut by the questionaire methed r 

on 102S nurseries randonlly chosen, that is, one- tent~ of tetal nurserie$, in Japal~ in 1968. The. re-

covery waS 49.2%･ ･ ~ : * : Nursery lunch was served at 99.4~f of the nurseries surveyed, 88~. of th~m using skimmed,milk 

as alpart, of menu. + + L_ 
The reasQn$ fer not using it were its flavor, a fear=0f diarrhea, and troublesomeness of cookirig 

preced. ure. _ L 
About IO% of the nurseries, u$ing it serve it as drinks and there were more than, 30 kinds 

flavoring for whieh ~ugar, cocoa, coffee and ~ruit were used with the high frequenc~. .T~e_ e~il~~~n 

liked the sweeten~i: flavored;hot er cold milk better. ~han ,plain or luke warm milkj One ~hir~ ~f 

nursery personnels reported that.they ~rere informed of unfavorable reputation on skirnme~ :riilk ~n.d 

one half of them b~lieved it.: = , ' ' 
Two thirds oithe nurseries gave the positive ansl~er in regard to the iuture use af skimmed 

milk ,and those whe gav. e the negative answer sh~w. e~ their inclination to use it, if ~he, abbv.~ 

mentiQned unfavorable information$ were straightened out. ~ : ' = +' " 

Part 11 : "Nutritionar~~tudy on skiinmed aiid dehydrated milk~ used for nur$~!fy s,chool lunch'i. , , 

:,:=_:Thr~~ ~rou~~,of:you:ig rats w~rS,=f~d[on" :three kinds of experimental diet for ~ tveeks. *.Dieti== 

for the first grotip contained skimnl~d'~nd ,~ehydrated ;nilk ordinary used for Sehool lu~eh (SL), fcr. 

the secend igrohpi~~l~rketted $kimmed=~a,rid dehydrated milk with .special tr~atrilent for, solubility,_: 

(MIC)<was =usedt a~d ~the diet. fot the:=third group contained,casein as. the protein sburce at thetlO;~:: 

level. *:;,:: . ~, .~:~ .~Li:_: L ~ i . ~l : :_+L ~i . = * ; 
*L .,il:he :weight giit¥ was gre~te, r_'in_ the .o_rder, of SL. MI;: and casein group, but the diflFerence:_ was 

not significant. The protein efiiciency*:ratio of the diets, the nitrogen retentiQn whiph ~vas ,~e-. 

termine~r;by_ the~ byla!~e.e=~tudy;.an~ ehe_ a.moYnt of caleium_'ret~~ine4 ip the.Jeg bones were about th~ 

~~:me, in =the*two ;~k.iinlned,tnilk*gr_oups, superiimposing ~h,e- case,in group. There, ,iya~ ho appr~ciabie 

difference observed in the vitamin B2:,lpa;an~e alnong three groups. 
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